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地域住民男子における循環器疾患発症の動向とその背景要因

―都市部と農村部における長期の疫学調査成績より―
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目的　生活環境の異なる都市部と農村部の地域住民男子における，脳卒中・虚血性心疾患の発生

率，リスクファクター，栄養摂取状況の推移について，30年以上の疫学調査成績をもとに検

討した。

方法　対象集団は，大阪府Y市M地区（1995年40歳以上人口11,121人），および秋田県I町（同

3,571人）である。全住民を対象として，心筋梗塞，労作性狭心症，PTCA施行，1時間以

内の急死，脳卒中の各々の初発例について，1964-71年，1972-79年，1980-87年，1988-95年

の各期間ごとに，40～59歳，60～79歳の年齢層別に，年齢調整発生率を算出した。リスクフ

ァクターは，上記各期間で集団を代表する時期の検診成績をもとに検討した。栄養摂取状況

は，1972-79年，1980-87年，1988-95年の各期間ごとに，検診受診者の中から無作為抽出し

た者に対し，24時間思い出し法により調査した。

結果　大阪府Y市M地区において，虚血性心疾患の発生率は，40～59歳では1964-71年の0.27

（人口1,000人対/年，以後省略）から順次増加し，1988-95年には0.90と2倍以上増加した

（P＝0.222）。60～79歳では，虚血性心疾患発生率は，全期間を通じ2.62～3.11とほぼ同率で

あったが，PTCA施行により疾患発生を未然に防止したと考えられる例を発生例に加えた

結果，1988-95年の率は3.79と高くなった。これに対し，秋田県I町では，虚血性心疾患の

発生率は，いずれの年齢層でも，増減傾向は明らかでなかった。秋田県I町では，脳卒中発

生率は，両年齢層とも1964-71年から1988-95年にかけて約70％減少した（P＜0.001）が，高

齢層において，最近10年間で，脳卒中発生率の減少は鈍化した。大阪府Y市M地区におけ

る冠動脈硬化性疾患の増加に関連して，検診成績より，最小血圧値，血清総コレステロール

値，肥満度の上昇が認められ，栄養調査成績より，塩分摂取量と脂肪エネルギー比の増加が

認められた。秋田県I町では，全期間を通じ，血圧レベルは着実に低下したものの，最近に

なって血圧低下の鈍化，肥満者の著明な増加等の問題点が明らかとなった。

結論　生活環境の異なる地域により，疾病の動向は異なることが示された。都市部の大阪府Y

市M地区の男子住民で冠動脈硬化性疾患発生率の増加傾向が窺われたことから，全国的に

も生活環境の欧米化が進んでいる地域において，冠動脈硬化性疾患の発生率が増加傾向を示

している可能性があると考えられた。
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